
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

産業廃棄物処理計画書 

令和7年6月4日 

久留米市長 殿 

提出者 

住所 福岡県久留米市山川野口町12番343ruro久留米1階 

氏名 大東建託株式会社 久留米支店 

支店長 ~ 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 0942-44-7778 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 大東建託株式会社 久留米支店 

事業場の所在地 福岡県久留米市山川野口町12番34B r uno 久留米I階 イ也 

計 画 期 間 令和I7年4月1日 から 令和8年3J 31 日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 D06 総合工事業 

②事業の規模 5, 408 百万円（前年度完工高） 

③従 業 員 数 45 人 

④産業廃棄物の一連 
の処理の工程 

汚泥 →脱水・調質改良→改良土として再生利用又は埋立 
がれき類 →破砕→再生砕石として再生利用 
廃7’ラ肝7ク→破砕、圧縮梱包→原料、燃料として再生利用 

→埋立 
金属くず →切断、破砕 → 原料として再利用 
紙くず →圧縮梱包→製紙原料等として再生利用 
木くず →破砕→チップ・燃料等として再生利用 
ガうスくtコン列ートくず及び陶磁器くず → 破砕 → 再利用または埋立 

（日本工業規格 A 列4番） 



（第2 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

本 社 

と全社的－な廃棄物処型」こ関主る橡‘む 一－」－－ 」 － A - － 」 
廃棄物の発生ま』川IJ'ー減量化、一循環利用」再使用二再生利風1、適正処聖－ - - - 
の推進L計画的な廃棄物の萱理運豊を行う上で必要な事項を槍討する， 

-

支店（責任者） 

藤轟 灘豊鷺験欝屈使用ーI再生利I
の推進、計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。 

旦）ュ，尋夏一上－ 
I 

支店（担当者） 

・産業廃棄物管理票0】－交付、管理 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

排 出 量 ー l 392. 350 t 

（これまでに実施した取組） 
・電子マニフエストの導入。 
・古紙のゼロエミッションの取り組み。 
・協力業者へ分別の指導一教育を実施。 
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。 
・広域認定での再資源化促進。 
・端材の有効利用による処分量削減。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

排 出 量 - t 531.029 t 

（今後実施する予定の取組） 
・古紙のゼロエミッションの取り組み。 
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。 
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。 
・広域認定での再資源化促進。 
・端材の有効利用による処分量削減。 
・工場生産によるパネル化で現場加工を削減。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
・木くず，紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。 
・分別推進看板の現場掲示。 
・現場での作業員への直接指導。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。 
・分別推進看板の現場掲示。 
・現場での作業員への直接指導。 
・狭小現場での分別の仕組をっくる。 



（第2面）-2 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず 

排 出 量 0.600 t 693. 000 t 0.480 t 134. 470 t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず 

排 出 量 0.812 t 937. 946 1 0.650 t 181. 999 t 



（第2面）-3 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 ガラスくず、コンク 
リートくず及び陶磁 石膏ボード がれき類 コンクリート破片 

排 出 量 132. 000 t 135. 600 t 1, 878. 120 t 658. 600 1 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ガラスくす、コンク 
リートくず及び陶磁 石膏ボード がれき類 コンクリート破片 

排 出 量 178. 656 t 183. 529 t 2, 541. 955 t 891.387 t 



（第2面）-4 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 アスフアルト・コン 
クリート破片 

【石綿含有】ガラス 
くず、コンクリート 

【石綿含有】廃ブラ 
スチック 

【石綿含有】がれき 
類 

排 出 量 177. 600 l 12. 000 t - t 47. 360 t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 アスフアルト・コン 
クリート破片 

【石綿含有】カラス 
くず、コンクリート 

l石綿含有】廃プラ 
スチック 

【石綿含有】かれき 
類 

排 出 量 240. 374 t 16.241 t - t 64. 100 t 



（第2面）-4 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型） 
水銀使用製品産業廃 
棄物（蛍光管） 

排 出 量 - t 
1 1 ー t ー t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型） 水銀使用製品産業廃 
棄物（蛍光管） 

排 出 量 ー t - t 一 1 - I: 



（第2面）一4 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 廃石綿 

排 出 量 一 t - l 一 t - t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃石綿 

排 出 量 ー l - 
ー l ー l 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

①現状 

【前年度（ 令和 ‘ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

- I: 
ー t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 ー t - t 

（今後実施する予定の取組） 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 - t - t 

自ら中間処理により減 
量した産業廃棄物の量 - t - t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

一 t - t 

自ら中間処理により減 
量する産業廃棄物の量 ー t - l 

（今後実施する予定の取組） 



（第4 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

- t - t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

ー l - t 

（今後実施する予定の取組） 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

全処理委託量 0.000 t 392. 350 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 0.000 l 392. 122 1 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 1 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 1 

（これまでに実施した取組） 
・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ポード、金属くずの分別を各現場にて実施。 
・分別推進看板の現場掲示。 
・現場での作業員への直接指導。 



（第4面）-2 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（ 令和 ‘ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

-

t

 

- t - I: 
- l 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

ー l ーt - t - t 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず 

全処理委託量 0.600 l 693. 000 t 0.480 t 134. 470 l 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

0.600 t 693. 000 t 0.473 t 134. 470 1 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 t 0.000 1 0.000 1 0.000 1 



（第4面）-3 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

ーt -
 

-

I

 

- I 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

- I - t 
一 t - I 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 ろ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 カラスくず、コンク 
リートくず及び陶磁 石膏ボード がれき類 コンクリート破片 

全処理委託量 132. 000 t 135. 600 t 1, 878. 120 t 658. 600 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

132. 000 t 135. 600 t 1, 86L 136 t 658. 600 t 

再生利用業者への 
処理委託量 

0.000 t 0.000 t 4.410 l 0.000 1 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 l 0.000 1 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 1 



4 面】―4 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

- t - t - t 一 t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

ーt - I: - I - t 

産業廃棄物の処理の委託に関 する事項 

【前年度（令和 6 守 三度）実績】 

産業廃棄物の種類 アスフアルト・コン 
クリート破片 

【石綿含有】ガラス 
くず、コンクリート 

【石綿含有】廃プラ 
スチック 

【石綿含有】がれき 
類 

全処理委託量 177. 600 l 12. 000 t 0.000 t 47. 360 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

177. 600 t 0.000 t 0.000 l 0.000 t 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 1 0.000 l 0.000 l 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.000 I 0.000 t 0.000 t 0.000 1 



（第4面）-4 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 ，6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

ー l 
ー t 

一 l 
ー t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

- t - t - t - t 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型） 水銀使用製品産業廃 
棄物（蛍光管） 

全処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 1 0.000 1 

再生利用業者への 
処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 



4面）-4 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

ーt - t 
ー t ーt 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

- I: -t - l 
- t 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 6 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 廃石綿 

全処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 t 0.000 1 

優良認定処理業者 
への処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 t 0.000 1 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 l 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 1 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 1 



5 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 

全処理委託量 0.000 t 531. 029 1 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

0.000 t 530. 120 t 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 1 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 1 

認
の
 

外
者
 

定
熱
へ
 

熱
回
の
 

回
収
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託
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0.000 t 0.000 1 

（今後実施する予定の取組） 

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実 
施。 
・分別推進看板の現場掲示。 
・現場での作業員への直接指導。 
・現場作業、現場加工の削減。 

※事務処理欄 



（第5面）-2 

【目標】 

産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず 金属くず 

全処理委託量 0.812 t 937. 946 t 0.650 l 181.999 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 0.812 l 937. 946 l 0.640 l 181.999 t 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 l 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 l 0.000 t 0.000 l 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.000 1 0.000 1 0.000 1 0.000 1 



5面）-3 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ガラスくず、コンク 
リートくず及び陶磁 石膏ボード がれき類 コンクリート破片 

全処理委託量 178. 656 1 183. 529 t 2, 541. 955 l 89!. 387 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

178. 656 t 183. 529 t 2,518.968 l 89!. 387 t 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 t 5.969 t 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 1 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 1 0.000 1 0.000 1 0.000 1 



（第5面）-4 

【目標】 

産業廃棄物の種類 アスフアルト・コン 
クリート破片 

【石綿含有】ガラス 
くず、コンクリート 

【石綿含有】廃フラ 
スチック 

【石綿含有】がれき 
類 

全処理委託量 240. 374 t 16. 241 t 0.000 t 64. 100 1 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

240. 374 t 0.000 t 0.000 t 0. 0叩 l 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 

への処理委託量 
0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 



（第5面）-4 

【目標】 

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合（安定型） 混合（管理型） 水銀使用製品産業廃 
棄物（蛍光管） 

全処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 1 0.000 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者 
への処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 1 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 1 



（第5面）-4 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃石綿 0 0 

全処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 l 

再生利用業者への 
処理委託量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 l 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 



産業廃棄物処理計画内訳 
整 理 番 号 

（単位：トン） 

廃棄物の種類 
前年度の産業廃 
棄物発生量 

①産業廃棄物発 

生量 

②自己直接再生 

利用 

③自己直接埋立 

処分又は海洋投 
入量 

④自己中間処理 
旦 
且 

⑤自己中間処理 

残さ量 

⑥自己中間処理 
後再生利用量 

⑦自己中間処理 
後自己埋立処分 
又は海洋投入量 

⑧直接委託及び 
自己処理後委託 

処分量 

汚泥 0.000 0.000 0.000 

廃プラスチック 392.350 53 1.029 53 1.029 

紙くず 0.600 0.812 0.8 12 

木くず 693.000 937.946 937.946 

繊維くず 0.480 0.650 0.650 

金属くず 134.470 18 1.999 181.9 99 

ガラスくず、コンクリ－トくず及び陶磁器くず 132.000 178.656 178.656 

石膏ボ―ド 135.600 183.529 183.529 

がれき類 1,878.120 2,541.955 2,541 .955 

コンクリ一ト破片 658.600 891.387 891.387 

アスフアルト・コンクリ一ト破片 177.600 240.374 240.374 

【石綿含有】ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 12.000 16.241 16.24 1 

【石綿含有】廃プラスチック 0.000 0.000 0.000 

【石綿含有】がれき類 47.360 84,100 64. 100 

【石綿含有】紙くず 0.000 0.000 0.000 

混合（安定型） 0.000 0.000 0.000 

混合（管理型） 0.000 0.000 0.000 

水銀使用製品産業廃棄物（蛍光管） 0.000 a000 0.000 

廃石綿 0.000 0.000 0.000 

合計 4,262.180 5,768.679 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 .0.010 0 

- -

$,768.679 



産業廃棄物処理計画書 

事業場の名称 大東建託株式会社 久留米支店 

事業場の所在地 
福岡県久留米市山川野口町12番34Bruno 久留米1 

階 

①当該事業場におけ 
る事業の概要 

別添のとおり 

②計画期間 令和1年4月1日 から 令和8年3月31日 

③産業廃棄物の処理 
に係る管理体制に関 
する事項 

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」 
のとおり 

④産業廃棄物の排出 
の抑制に関する事項 

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」 
のとおり 

⑤産業廃棄物の分別 
に関する事項 

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」 
のとおり 

⑥産業廃棄物の再生 
利用に関する事項 

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」 
のとおり 

⑦産業廃棄物の処理 
に関する事項 

別添「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」 
のとおり 

備考 



（第6面） 

備考 

1 前年度の産業廃棄物の発生量がL000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

(1）①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成 

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規 

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで 

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 

令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者 

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、 

「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 


